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協同シャフト株式会社の環境活動方針
 協同シャフト株式会社は、以下の「品質・環境方針」を掲げ、益々厳しくなる要求品質、環境法令

遵守、サステナビリティの概念を取り⼊れ、⽣産活動を⾏っています。 その為に組織の連携強化は
基より、常に品質の向上を図り、技術とサービスで社会に貢献する事を責務としています。



環境活動の報告内容
 1. GHG (温室効果ガス排出量)
 2. 資源使⽤量

①⽔使⽤量
②電⼒使⽤量

 3. 材料廃棄物
①鋼材スクラップ数量の推移
②主要産業廃棄物数量の推移

 4. 汚染
①大気
②排⽔

5.事業外活動



1. GHG (温室効果ガス排出量)

 ① サプライチェーン全体での排出量の考え方を理解し、先ずは当社で実施可能な
Scope1と2を積極的に取り組んでいます。



1. GHG (温室効果ガス排出量)
 ② 工場全体(工場別)温室効果ガス排出量の推移

＊2024年度は尼崎市エネルギー地産地消促進事業により、尼崎工場の温室効果ガスは、
「1441.013t-CO₂」 減となった。

(本施策はCO2効果のカウントのみであり、省エネ法の「原単位低減」効果には寄与しない)
＊当社2013年CO₂排出量 10,213t-CO₂

【環境庁登録データ・調整後排出量】



1. GHG (温室効果ガス排出量)

 ③ 【Scope1と2】に関して

【協同シャフトScope 別 概算CO2排出量原単位】
◆Scope 1（自社燃焼） : 4,674.9t-CO2/49,333t=0.0948 t-CO2/t
◆Scope 2（購⼊電⼒） : 536.1t-CO2/49,333t=0.0109 t-CO2/t



1. GHG (温室効果ガス排出量)

 ④ 【Scope3】に関して

【協同シャフトScope 別 概算CO2排出量】
◆Scope 3（原材料） : 1.71t-CO2/t
(一般的に知られている高炉 2.0t-CO2/t、電炉 0.5t-CO2/tを⽤いた参考値)

＊Scope3に関しては、「原材料」以外にも 「運送燃料」、「外注熱処理」、「その他購⼊品」など
のCO2排出量算出が必要であり、これからの課題である。

〜目標値〜
2030年度、工場全体で2013年度⽐ 「38％削減」を目指します。

※将来的にはScope3の削減も⾒据えて、電炉材の割合増加も検討していく



2. 資源使⽤量 (⽔道・電気)

 ① ⽔使⽤量の推移

〜目標値〜
⽔使⽤量に関しては、具体的な目標値はありませんが、⽣産工程における

冷却⽔の効率使⽤(配管改善)、⽔漏れ防⽌策などに取り組み、⽔の使⽤量削
減に努めています。



2. 資源使⽤量 (⽔道・電気)

 ② 電⼒使⽤量の推移

〜目標値〜
電⼒使⽤量に関しては、CO2排出量として数値換算し、目標値を掲げています。
毎年各課から省エネ案件を提案し、モーターのインバータ化等の高効率機器

への更新、エア漏れ箇所の改善、⽣産調整によるエネルギーロス削減等、電⼒
使⽤量の削減に努めています。
また、尼崎工場においては太陽光発電を設置しており、2024年は2期目の

設置工事を8月に完了しました。(CO2排出量削減として、尼崎市「エネルギーの地
産地消促進事業」には継続参画しております)



2. 資源使⽤量 (⽔道・電気)

 ③ 電⼒使⽤量の削減活動の一例 (尼崎工場の太陽光発電設置)

◆発電開始2020年8月
(PCS出⼒130kw）
◆2期発電開始2024年9月
(PCS出⼒187.5kw）

<尼崎工場の太陽光パネル空撮>
＊発電量は交流変換後の電⼒量



2. 資源使⽤量 (⽔道・電気)

 ④ CO2排出量ゼロ電気の使⽤

＊当社は「尼崎市エネルギー地産地消促進事業」に
積極的に参画・継続しております。



3. 材料廃棄物

 ① 鋼材スクラップ数量の推移

〜目標値〜
2025年度、スクラップ率を「0.2％改善」を目指します。(対2023年度)

※各課で歩留向上や不良率低減、端材量削減などの歩留改善活動を
積極的に進めています。



3. 材料廃棄物

 ② 主要産業廃棄物数量の推移



3. 材料廃棄物

 ② 主要産業廃棄物数量の推移

〜目標値〜
産業廃棄物数量について、具体的な目標値はありませんが、⽣産量に対する廃棄物
量の原単位管理、マニフェスト発⾏枚数管理等を実施しています。
また、リサイクル可能な廃棄物を選定検討し、リサイクル化を推進し、数量削

減に向けて積極的に活動しています。



4. 汚染(大気、排⽔)

 ① 大気

〜目標値〜
大気汚染に関しては、具体的な目標値はありませんが、当社の熱処理炉

において、排出基準値を超えないようNOx排出量を管理・監視しています。



4. 汚染(大気、排⽔)

 ② 排⽔

〜目標値〜
排⽔に関しては、具体的な目標値はありませんが、当社の酸洗設備からの

中和処理排⽔に関して、毎月分析を⾏い、法令で定められた基準値を超えない
よう管理・監視しています。



5. 事業外活動

公益社団法人 国土緑化推進機構が
⾏っている「緑の募⾦」活動に参加し
ています。


